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　十数年前に一念発起し、中国の古代に第一歩を印しつつ踏み入った、海外の古代を中心とした〈ニジ〉渉猟の旅路よりやっと母国・日本に帰還した。「日暮れて道遠し」、ほっとする間もあらばこそ、懐かしい母国・日本の文藝における 探訪 仕事にかからねばならない。はた てどんな〈ニジ〉が待ち受けてい ことであろう。胸の高鳴るのを禁じえない。そして、ひとわたり海外を見てきた目に日本の〈ニジ〉は、またどのように映ることであろうか。興味は津々として尽きることがない　ただここで、一つ断っておきたいのは、前部・比較研究資料「通考」の所でも考察してきたが、大和ことばでいう〈ニジ〉・アイヌ語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注1）
（注2）
の〈ラヨチ〉に相当するものと、始原を一部共有しつつ、また史上、時として混同して認識され ものに「龍＝リウ＝リュウ
≒ ドラ
ゴン　大和ことばでいうタツ」がある。これは、「比較研究資料・通考」中でも触れてきたように、古代中国においても既に、混交・混在・並列、状態にあったもので、これを完全に視野に入れるとなる　　　　　　　　　　　　　　と非常に複雑になって茶畑に入りこんだようになる恐れが予想されるので、日本文藝においては、おおむね〈ニジ〉を主体とし、それにそのメタファー・見立て的表現 なるもの、異名と思わ る のを加え、「龍」系の方は必要に応じ補助的に調査・注考を試みることとする。　その記述の体裁は、おおむね第
Ⅰ
部のそれにならいつつ、同時に
同部・資料ならび 私註 関連づけつつ、また作品の表現と絡ませつつ、比較文化的視点より ものを主とした私註的〔考〕察を加えていくこととしたい。
（注1）〈ニジ〉的要素に、「雷」＋「電光」的要素が加わってワンセッ　トとなり、文化的には別系的に進展・成長を遂げたものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四九
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（注2）日本では．「龍」の和名が「タツ」であり、〈ニジ〉のたつ〈瀧〉
　　に「龍神」様を祀ったり〈ニジ〉の出現を「ニジがタツ」といっ　　たり、その「タチモノ」が そのものであったり、かなり　　の混乱がみられる。因みに〈ニジ〉と「ヘビ」とも同様な関係が　　見られ、「金のたま 財布」 おいて混交する。「ヘビの皮を入れ　　た財布はお金 たまる ＝「〈ニジ〉の五色または七色の帯のある　財布はお金がたまる」との俗信が現にある。　　《参考》
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Uk〓mp〓shka〓nkura〓rkot〓mkar〓n t〓i ata
ハはヒ　
ray〓chir〓u neik〓rkashikekot〓met〓ye,Kashirari
（1）
Uk〓mpeshka wakam〓i k hum
ウカムペシカびとなるらしく
お
降りきたると共に虹
霓
のうねりを成して
わが上へ太刀を引きたり。すぐ
續
きて
ウカムペシカより神の來る音
　（1）(2)
1540
3090
t〓rimimse,rep〓nkur y〓pik〓rkashikenishpa suy〓pray〓chir〓u nekor〓ukos nu.
　
Shin〓 〓 kayoan〓p ne k〓rkaa-t〓nash-shuy〓pray〓chir〓une.ut〓 t〓raat〓k-ut〓ruat〓m-ut〓ruchipeshishp〓repa.
鳴りとよみて沖つ國の兄が上へ首領の振る太刀虹の如くうねりてうねり落つ。
五〇
（味方は）た
ひゞとりの男
に我あれどわが迅く振る太刀虹のうねる如くにて、相共に（彼等は）わが手のひまをわが太刀のひまを水の如くに抜けて逃ぐ。
（3）
　　　　　　（注2）私註
〔一〕Yukar（ユーカラ）〔二〕「虎杖丸の曲」（①連＝1510～
1515行、②連＝1532
〜
1540行
、③連＝3083～3090行）〔三〕Yukar
アイヌ口承・英雄詞曲〔四〕成立＝八世紀〜十三世紀ごろ、以降（知里真志保説）〔五〕伝承者＝沙流のワカルパ+新平賀の九十
媼
ウテカン　記述者
＝
金田一京
助〔六〕金田一京助著『アイヌ叙事
詩　ユー ラの研究』第二冊（昭6、東洋文庫）〔七〕①＝P329〜330　②＝P331　③＝P415～416〔考〕成立は知里説によると〔四〕の如くであるが、「ユーカラを単なる民族的英雄説話として歴史的事実の裏付けなど認めない」金田一説もある。知里 は「北海道を本拠とするヤウン・クル（内
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陸人、北海道本島アイヌ）と大陸の方から海を越えてやってきて、北海道の日本海岸の中部からオホーツク海岸の各地に橋頭堡を確保して住んでいたレプン・クル（渡来の異民族）との民族的な戦争の物語（実戦の物語）とし、ユーカラの内容をなす民族的な葛藤は、オホーツク式文化が 土海岸に栄えた年代（今から凡そ一三〇〇〜八〇〇年前 五百年間）で が文学として成立するのは、そ 以後で、民族の苦難を克服して意気軒昂たる平和建設の時代であった。」（久保寺逸彦著『アイヌの文学』によ ）とする。本土における軍記物語『平家物語』等のケ スを思い浮かべれば一応納得がいく。また、新谷行は、「……体験を通して創造された物語である」としながらも『ユーカラの世界ーアイヌ復権の原点─
』（昭49・角川書店）中に「ただ、ここでもう少し
考えておかねばならない 一つは擦文文化 アイヌの文化
─
の前身と考えられている北海道の縄文文化が、一方では本州の縄文文化に関連があり、一方では琥珀 首飾 約二千数百年前のものといわれる）でみられ ように、大陸と大いに関連がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、
　　　
、
ということである。そしてもう一つは、擦文文化そのものが本州
、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、
北端に明らかにその痕跡を残し、本州との関連において近畿地方
、
　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、
　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、
　　、
に国家を作った大和朝廷の北辺侵略が気になる。大陸との関連ついていえば 考古学者は
琥珀
文化の一方的な北海道流入を考え
ているようだが、一方的な流入というより われわれが現在考え　　　　　　　　　 　　　　
、
　　
、
　　
、
られ得るよりもっ 大きな いわば先史時代的宇宙感覚 大陸と
、
　　、　　、
の交流が積極的に行われていたの ないか。……少なくともここでは、ユーカラの世界がそ いう大き 宇宙感覚で展開され
　　　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　　　　、
あるいは先史時代的記憶が断片的な結晶となっ ユーカラの中に
、
　　、　　、　　、　　、　　、
混入されていることを喚起しておきた である。」と 指摘は、
〈ニジ＝ラヨチrayochi〉を考えるとき傾聴に値する。
　アイヌは、人類学上は「ヨーロッパ人種の一分脈に蒙古人種の血を混えたもの」（『広辞苑』）であるが、わが国の歴史上では、エミシ・エゾ・エビス、と呼ばれており、大和朝廷 北辺侵略については、『日本書紀』に安倍比羅夫遠征の記事、斉明天皇四年〜六年（656〜658）があり、津軽海峡を渡ったかどうかは定かでない 、
各地の蝦夷を征服し、降服したものの中では、七月には蝦夷二百人が朝献している。すなわち、アイヌ文化の接触は、文献的にも確かにあったのである。なお アイヌは、鮭をとったり農耕も少しはする 、狩猟生活 主とし、文字を持たないが、アイヌ語は、言語学者によれば 系統的には古アジア語群
Paleo-Asiatic Group of
Languages
に属し、アメリカインディアン・
．
エスキモー・アリュー
ト（以上、アメリカ大陸）、チュクチ、カムチャダール・コリヤーク、ユカギール（以上、北東アジア）等の言語と親縁関係にあると見なされ、形態的 は、抱合語とか、輯合 と呼ばれ 動詞活用が最も変化に富み、これに主格の人称接辞や目的格の人称接辞がつき、さらに、副詞や名詞までも、その動詞を中核 して抱合されて、一語 がら一文をなすという珍しい型のものと ておよそ日本語などとは縁遠い言語と考えられている」（久保寺逸彦著『アイヌの文学』の序より）のである。 さにその通りで、〈ニジ〉系の、朝鮮・沖縄や日本本土とは異 るのである。とすると、〈ラヨチ〉は、本土にみられる〈ヲロチ〉系─先史時代の残留、あるいは大和朝廷と 交流による─と同根ではなかろ か。ヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
あめのむらくものつるぎ
マタの ヲロ のしっぽから出てきた「天叢雲剣」が憑神
　　 　　　　　　　　
いたどりまる
剣である如く、この物語の題名の「虎杖丸クポネシリカ」も英雄ポイヤウンペの危機を救う憑神の宝剣である。
（注３）
　　　　 　　 五一
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　そして、「知里氏の『アイヌに伝承される歌舞詞曲に関する研究』によれば、虹もまた魔物と考えられ、人を見ると追いかけてくることがあり 虹に追われた者は仮 助かっても貧乏になると　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注4）
いわれる。虹（ラヨチ）はもととも天を支配する神の妹であったが、エシムケプというものを本当は白い蕁麻で作らなければならないのに、いろいろな色の布を集めて作ったのでその罰として魔神にされてしまったのだ われる。」（新谷行著『ユーカラの世界』）そうである。「虹（ラヨチ）」は、♀（妹）となっているから中国風にいえば「蜺（霓）」であろう。金田一の①の訳は「虹霓のうねりを成して」と このことには まりとらわれていないようである。ともあれ、虹が魔物にされてしまった説話は、ある時期以降のものであろう。すなわち （善）神 魔神の対立するシャーマニズム的二元観成立以降のことであろう。それ以前、遙か遠い先史時代の痕跡としては、善神・魔神を総括し 考えられるような〈神秘的な力〉ではなかったか。本土 残留する〈ヲロチ〉（本土での別語、「ヘミ（ビ）」・「ノジ（ニジ）」を指 同類の。①
　　　　
、　　、　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、　　、　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、
「虹霓のうねりを成して」、②「虹のごとくうねりて」、③「虹
、
　　　
、
ねるごとくにて」 の（敵味方両方の）太刀の動きの比喩
①＝
メ
タファー的　②③＝シミリー）による修辞 彼方にそれ 透視できるように思える。それは狩猟生活中に目にする「 つしみの　
、
のち」であろう。そして、この比喩が使用されるのは、対象に物凄い怒り憎しみを抱いて太刀を振りおろす場面 限るのであって黄金のラッコを追いつつ太刀を振 おろすような場面には使わていない事からも納得され 。（例、1080行前後）
　　（注５）　　　　
満州語に、「
Nioron
にじ〔1
．天文五：虹霓
〕
─
gocingga loho
刄
光虹の如く流れ散る刀〔補1．軍器一:流虹刀〕
Nioronggo dabtangga
五二
loho
刄光虹の如き刀〔補1．軍器一：粉練刀〕」というのがみら
れるが、地理的状況からしても、先史時代に何らかの交流があったことも考えられる。　なお先引「虹説話」中、「虹に追われた者は仮に助かっても貧乏になる」というのは、中国の吐金説話や西洋や日本各地に見られる虹脚埋宝説話と対極にあるものであり、こ が呪文 よって解消されたとしても、積極的夢のあるものではない。また、「いろいろな色の布」は、いわゆる「虹色」を指す あろう（注1）服部四郎論『アイヌ語方言辞典』（昭39、岩波書店）によると、　　
（
Chi
は
ci
表記になっているが、）
「
rawoci
」 は美幌方言、 「
raoci
」は
宗谷方言、「ray〓ci」は、幌別・沙流・帯広・旭川・名寄方言、「rayoci
」は樺太（ライチシカ）方言、「
rayuci」　
は八雲方言、「
rayunchi」
　　は千島方言、とある。（注2）
Yukarの語源は、i-ukar（i「物を・事を」、ukar「互いになす」）
で、詞曲のヒーローの言動を、伝承者が、言葉をもって模倣し再
　現する意味であろう。
─
（久保寺逸彦『アイヌの文学』《岩波書
　店》より）その発生は石狩川付近という。
（注3）同様な見解が、柴田治呂著『カムイから神ヘ─アイヌ語は日　
本語の源流だった』（平3、筑摩
書
房）にみられる。
（注4）ラヨチrayochi
が、天神の「妹」であることは、中国の伏羲と
女媧
との関係に類似する。すなわち、ラヨチと女媧とは「妹」と
いう点において共通している。（「女媧─〔媧〕音瓜。伊川先生曰
。婦居尊位。或云。女媧氏伏羲妹也。」（『十八史略』巻之一─
　《『漢文大系』五、新文豊出版公司》また、「伏羲の后とも妹とも伝　　えられている。」《近藤春雄『中国学芸大事典』》）とする 、〔考〕
中所引の新谷行説、すなわち「先史時代的宇宙感覚で大陸との交
　流が積極的に行われていたのではなかろうか。」が にわかに気に
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　なってくる。一応、この説を許容したとすれば、伏羲と女媧とは、　王墓（＝7《注1》）に見られるごとく人身蛇尾である。すなわち　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、
　　　
、
　 「蛇性」が濃厚である。とすると、やはりラヨチも又「虹蜺のうね　
り」の表現のごとく「蛇性≒ヲロチ」であろう。
（注5）羽田亨編『滿
和辭
典』（昭47、国書刊行会）
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n e h i k o r a c h ik a n e  s h i n t as h i n t a  k a  w au s a t  r a y o c h ic h i - h o p u n i r e
　
s h i r k i  a w a ,
　
S a m a i - u n - k u rk o r  k o t a n uk o t a n - p a k e h ek o t a n - k e s e h en u i - k o - t e r k en e a  k o t a nk o t a n  n a h iu h u i  n i c h i c h ac h i - h e t u k u r ea s h  r u o k an u k a r  k a n e  k o rR i k u n - k a n t o  t a
忽ちにして
こがね
黄金の神駕神駕の上より焔の虹燃え立ちたれば、サマイウンクルのし領る村は村上より村下へ焔燃え移り行きその村の村居の跡には焼け柱残り立つのみ我が後を見つつ天つ空なる
a-un-chise taikesui-an wa
　
arapa-an r we.
わが棲家に憤りっつ帰り来れり。
私註
〔一〕
Yukar
「（ユーカラ）〔二〕雷神
Kanna-kamui
自叙の神謡
〔三〕
Kamui Yukar
アイヌロ承・神謡〔四〕？〔五〕記述者＝久保
寺逸彦〔六〕久保寺逸彦著『アイヌの文学』─岩波新書939─（昭52、岩波書店）〔七〕P135〜136〔八〕この神謡の筋は、雷神が、人間の世界を見物に赴き、沙流川沿いにあるアイヌラックルの村とサマイウンクルの村を訪れる。アイヌラックルの村では、村長の命を村人がよく守って、家の中に入って謹んでいるが、サマイウンクルの村では、同じく 長の命があったにもかかわらず、不敬な振る舞いをした女が二人いたので、〈雷神は怒って〉、これを罰したというのである。〔考〕雷神の物凄い怒りを表現する所に〈虹〉が援用されている。すなわち神駕の上から燃えたった焔の〈虹〉が 村上より村下へと、めらめらと長々と燃え移って行き、村を焼き尽くす そのさまは、まさに〈ラヨチ〉 行状である。ある は〈ヲロチ〉のような行状である。その中には、人 畏怖させるべき太古的怪威
威が込められている。すなわち落雷現象の中に〈ラヨチ を詠み込むことによって、この詩に神謡 して 「力」と「生動感」を付与することに成功したのである。前掲英雄詩曲 の「虹霓のうねりをなして」「虹の如くうねりて」と共通する面も が、その景の大きさゆえ、その大蛇的イメージは、神謡 しくより強大である。そして、〈虹＝
ラヨチ〉は、〈雷電〉
と、密接な関係を保っ
ていることに注目しておきたい。
五三
茂
恭野荻
　そして何よりも、この地方色豊かで、狩猟者的感覚とシャーマ
ニズム的世界を基盤としつつ、「咽せ返る様な異教の匂い」（金田一『ユーカラ概説』）を放つ「ユーカラ」も、他ならぬ日本古典文
藝の一ジャンルであり、成立時はともあれ、作品中には先史時代の痕跡を内臓しているものであり、その一つを、いみじくも「
rayochi
のうねり」に見るのである。　なお、ユーカラの〈虹〉の類型的なものを、「虹と日本児童文藝」中、「昔話
─
①
」（資料）として掲げ小考を付した。
391
偖
て虹に関する琉球諸島の方言を調べて見ると、凡そ三種の形式が
ある。其の第一はニジ形式の語で、第二は天に棲息する動物とする形式の語、第三は雨に関係あるものとする形式の語である。是等の中最も多く用ゐらるゝものは第一形式の語で、他の第二、第三形式の語は比較的に尠い。今便宜上第二、第三形式の語から述べる。第二形式の語の例を求めるならば、宮古島のティン・バウ〔
tim-bavu
〕
と、小浜島のチネー・ミマンチィ〔
tine〓-mimantsi
〕とである。
前者
はてんへび（天蛇）の意味で、後者は「天の蚯蚓」と云ふ意味である。両者共動物は違ってゐ が 其の形状の酷似して居る所に同様な感覚の存することを認めること 出来 。 には素より蛇は棲息してゐない。併しながら蛇に対す 民族的意識と理解とは充分之を有して居る。これあるが為に頭上高く弓張 虹を見て「天蛇」と呼んだのである。又これのみな ず、宮古島には蛇に対する信仰が大いに行はれ ゐ 御嶽（神社）の主神 さえ之を祀り、而し
五四
てこれには三輪山伝説に酷似した話がある。小浜島の「天の
蚯蚓
」
と見たのも甚だ面白いことで、蚯蚓の中でも殊に大蚯蚓は其の肌色の奇しき迄に虹色を帯びてゐるものである。是等は何れも動物の種類に拠らずして全く其形態或は色彩等に感じを得てゐるのである。　　　　　　　　　　　
アラグスク
　次に第三形式の語は、新城島のアミ・ファイ・ムヌ〔
ami-fai-munu
〕
與那国島のアミ・ヌミャー〔ami-num'a〓〕等である。前者は「雨を食ふ者」、後者は「雨を飲む者」と云ふ意味であ 「食ふ」と云ふことは必らずしも固形物の場合のみに限らない。液体の場合にも用ゐてゐる。例えば飲酒家をサキ・ファイヤーと云ふが如きこれは「酒食ふ者」と云ふ意味である。而して雨を飲み、雨を食ふ者と考へることは矢張り虹を動物視 ゐる訳である。そうして是等の言葉の裏面に隠れて居る動物は何であるか、新城島にては雨が降らうとして降らなければ、虹が喰ったと云ひ又其虹は大龍の化身であると信じ、更に大龍は蛇の千年の歳月を経過したものだと ってゐる。序に石垣島の俗信仰では雨を むと云ふより 寧ろ、河海井戸等の水を飲み干すものとせら ゐ 。これも或は天蛇と見てゐるのかも知れない。兎に角何れ せよ 是等の島人の間に を荘厳なるもの、神聖 るものと観てゐることは確かである。　最後に第一形式の語は、北は大島より南は八重山ま 、琉球全島に亙って行われている。
私註〔一〕沖縄諸島の〈ニジ〉〔二〕「虹考」中（九）〔三〕論文〔四〕大正十四年八月〔五〕宮良當
壯〔六〕『國學院雑誌』31巻8
号〔七〕P48・49〔八〕沖縄諸島の文化は、特に古代日本の文藝に色濃く影響を及ぼしている、又は底流に共通のものが見られる、ことは、現在ではほ 定説になっているので、第一次文献ではな
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20 1
いが、調査時が大正期であり、比較的古態を温存していると思われる沖縄諸島の言語を中心として研究された、宮良当壮論文「虹考」の一部を抄出させていただいて、日本文藝を考える上での、一つのよすがとした。元稿中の旧漢字は常用漢字に改めたものも
ある。
〔考〕第三形式の〈ニジ〉は、水を「飲む」という点では、シベリアの伝説（　参照）や、古代中国の、遙か殷代（
1300B.C
ごろ）
の甲骨文字に既に見ら （１私注参照） 古代朝鮮半島の『三国史記』中の「白虹飲干宮井」 　参照）、アフリカ大陸の、いわゆる奴隷海岸地方に住むヨルバ族（
Yourba
）の「虹蛇（
rainbow serpent）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
（注１）
は、大空の中に水を飲むために大地から現れてくる。」、同じく西海岸地方のエウエ語族（
Ewe-speakingtribes
）の「虹蛇はその尾で
もって海中に立ちあがり、それが現れてくるときには、身 屈曲　　　　　
（注2）
させて水を飲む である。」 と共通するが、沖縄（新城島・与那国島）の場合は、「水」の でも 特に「雨」を飲むのである。ここに特色がある。『南島歌謡大成』を閲すると、その中に多く「雨乞い」の歌謡に逢うが、これら島民の祈りとは逆に、そのネガティブな意味合い（雨 食う）を〈ニジ〉に感じていたのであろう。雨が晴れ上がる時に、〈ニジ〉が出現するこ の矚目 よる発想であろうか。（石垣島の のが普遍的である。）　第一形式の〈ニジ〉は、「ニジ（古語ヌジ）の語源 、蛇類の総　 　　　　
（注3）
称と推断したナギ（ナジ）に求めること 出来 」と元稿中縷々考証されている。これを容れ、前蹤資料1
〜21
と比照し、「天の
蚯
蚓＝チネーミマンチイ」を親族的発想とすれば 概ねシベリア・古代中国・朝鮮等の〈ニジ＝虹蜺
〉観と共通するようである。そ
して、結局は、太古におけるグローバルな〈 〉観に吸収され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注4）
うる性質のものであろう。ただ、第一形式の〈ニジ〉は、語源的には、古代日本本土の〈ニジ≒ノジ〉に関する田村宏氏の朝鮮（注5）語源説と共通語圏的に相容認されうるものかも知れない。そして、当然これら二者─沖縄・朝鮮・日本本土の─〈ニジ〉は、漢字渡来以前か のもので、渡来以後も、中央における一部有文字階級の人々を除く一般無文字階級の人々の間、または、漢字は知っていても、中国古来の抱合概念を知らず、ただ機械的に〈ニジ〉を〈虹〉の漢字に置き換えただけ 人々 間では 〈虹〉の抱く概念である、「日旁
気」とか「
暈
」（
5
参照）は含んでいなかったこ
　　　　　　　　　　　　　　　
（注6）　　　
とであろう。因みに、漢 の〈虹〉はコウ〔Ko〓〕であり、わが　　　　　　
（注7）
国北方のアイヌ語では、「ラヨチ（
rayochi
）」であるから、まさに
異質である。「ラヨチ」は オロ 」（＝大蛇）と同根かも知 ないとすれば、宮良説沖縄第二形式 の「テインバウ」（＝天蛇）と合流しよう。『和名抄』に見え現在も勢力を張っている「ヘビ」の原形─M〓B音相通─「倍美（ヘミ）」は、また別系 あろう。同一物に対してかく種々な の存するの 日本本土 民族と言え、数十万年の間には、種々な種族が、重層・累層を含めて錯綜して存在してきたから ろう。─────────────
────────
　さて、この〈ニジ〉語と沖縄文藝との関連 あるが、沖縄の有名な狩俣の「創始神話」 「ンマテダ（母天太）という母神が、毎夜枕上にひ り 青年が座る 夢見、懐妊する そ 後そ 青年の素姓を知ろう して その右肩に糸のついた針を刺しておくことによって、彼が大蛇であることを知る その後、数ヵ月して彼の予言 通り男の子 生まれるが、その朝、大蛇は七光を放って天上に舞い上がって消えた。」というのがある。この大蛇の生態はまさしく〈天蛇〉であり〈ニジ〉語の原内容であ
五五
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荻
　しかし、沖縄文藝中、本格的なもので、王朝文化の花と目され、沖縄の万葉とも呼ばれる『おもろさうし』はと見ると、仲原善忠・外間守善共著『おもろさうし辞典・総索引』（昭53、角川書店）を閲した所では、第一・二・三形式とも て登場していない。その流れを汲む（比較的新しい）琉歌にはわずかに（2首）見られる。
（
　
参照）　これらのことは、本土の万葉・勅撰和歌集を考える上
に興味ある比考事実である。（注1）（注2）フンク・ワグネル両者著前掲辞書。資料35。（注3）「三分観の一考察─平良市狩俣の事例─」（『琉大史学』第　　4号、昭48・6）（注3）「ナギ」は、「ナガ（長）キ」ものを表す語根で、「ナガ（長）　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ウ）
　 シ」、「ナガ（流）ル」、「ナガ（眺）ム」、「ナガ（長）蟲」、「ムナ　　ギ」の語を得るという。（宮良説）「クチナハ」、「ナブサ （私解　　
─
ナガフサの略か）も同類か。─
　柳田国男「青大将の起源」
　　参考。また柳田国男によると、ヌジ・ノジ・ニュウジ・ミョウジ　　等種々 本土における地方音をあげつつ、中央で確立した〈ニジ〉　　の方が新しい、すなわち、「ニジが一番古い言葉 無いと云う事は　　可成有力に了解される。」といい、それら（複雑な音）は五十音図　　を定める時に整理 〈ニジ〉となり、中央で見られない様な音　　　　　　　　　　　　　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、　
、　、
　　の存在は整理されなかった地方に残って るものだ─という。　　「虹 語音変化など」・「国語史論」（『柳田国男全集』所収）（注4）宮良當
壯作沖縄諸島におけるニジ語変化状態表。
　　なお、久徳高文「憶吉南波記」の〈虹雲の間 中 「沖縄都ホテ　　ル地下一階の宴会場の一つは、「虹雲の間 と名付けられている。　　
この「虹雲」の漢字の部分にローマ字で「
NUJIGUMO
」と書き添
　　えてあった。我と我が目を疑って幾たびも見直し けれど、「NUJI」　　
は「
NUJI
」であって、けっして「
NIJI
」ではなかった。万葉集に
五六
　　ただ一語だけ伝わる東国の古代方言が、沖縄ではりっぱに現代語　として通用している けである。ここに、時間と空間を大きく越　　えたみごとな一致が存在する。本土と南島の間をつなぐ一筋の連　帯の糸の確かさに打たれずには居られなかった。」ともある。（『そ　　のてあ』7号、昭和58・4、久波奈古典籍刊行会）（注5）
金沢大学大学院文学研究科『研究論集』三号（昭52・3）所収
　　「虹〈ニジ〉は大和ことばか─古代日本語の鼻音にみられる一現　象のかかわり─
」中「日本上代語の
nizi
〜
nuzi
（ひいては現代
　　語の「にじ」）は中期朝鮮語─現代文献によってたしかめる と　　できる最古の朝鮮語（十五世紀以後）─の資料に
mujigai
として
　　あらわれ 語を借用したものではあるまい 」と推測されてい（注6）康凞
字典に、「唐韻」戸公ノ切、「集韻、韻會、正韻」胡公ノ切
　　从音洪─とあ 。（注7）『蝦夷語箋』『バチェラ─
アイヌ英和辞典』による。「ニシ
　　 nishi）」もあるがこ は、雲・天・空の意味 ある。
（補注）昭和七年十二月『金沢博士還暦記念　東洋語学の研究』（三省
虹と日本文藝(九)
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堂）中に、宮良当壮「虹の語学的研究」が見えるが、その冒頭に
　
「『國學院雑誌』（第三十一巻第八号）に発表した『虹考』を改題し
て送ることにした。訂正したのは、要するに新資料の挿入と説明の方法であって、考え方が違った訳でないことを、断って置きたい。」とある。392
昔、人間は巣出水を浴びて脱皮した。天の神の太陽がひばりに巣出水を運ばせると、途中で虹が現れて、巣出水を奪って捨ててしまう。太陽と月が虹をしかったので、そ から虹は太陽を避け 太陽の反対の方向に現れるようになり、ひばりは太陽にしぼられて小さくなった。（ゆがたい三P5池間島P4）
私註〔
一〕
池間島の昔話〔二〕平良市池間島〔三〕動物昔話「ひ
ばりと若水」の類話〔四〕？〔五〕語り＝平良市池間島・女〔六〕『日本昔話通観』26「沖縄」（1983、同朋社出版）〔七〕P808〔考〕動物昔話の類話として分類されているように、〈虹〉も古代
的認識たる「動物的存在」として描かれている。　中の、第三形式の変形─巣出水を「飲む」のでなく、「奪って捨ててしまう」─であろう。
393
おもて花咲かち艫に虹引かちかれよしのお船の走る きよらさ　a
かき曇て降たる雨やうちはれて慶良間渡にかかる虹のきよらさ　b
私註
〔一〕琉歌〔二〕a＝
13
l「節組の部」〈かぎやで風節〉、b
＝
1479
「吟詠の部」〈夏の歌〉〔三〕琉球歌（定型＝八八《上句》
八六《下句》）〔五〕a＝読人しらず　b＝山里永昌〔六〕島袋盛敏著『琉歌大観』（昭和39、博栄社）〔七〕a P4　b＝P340
〔八〕〈虹〉はニジと発音。「『虹』は、歌の場合はニジというけれ
ど、口語ではヌージという。」、また「『慶良間渡』は慶良間渡の島と那覇の間の海。慶良間の沖。」（著者筆b
の《語意》）　比嘉春潮
の序に「琉歌と組踊は沖縄 標準語であった首里語を基盤に発展して来たと見ることができよう。それで琉歌を読み琉歌を歌うには首里語の発音によるの 正しい伝統である」とある。ab共、『南島歌謡大成Ⅱ』中、「参考資料　琉歌全集」中にも再録。a
歌は、航海の安全を祝慶すべく国王の前でも奏した 「かぎやで風節」注）。著者による《歌意》は、
a＝「船の進むへさきの方に
は、白波を蹴立てて、真白い花を咲かせ、艫の方には波のしぶきが、日の光をうけて、七色の美しい虹をひかせ、めでたい航海の船の走る光景は、実にみごとである。」
b＝「一天にわかにかきく
もって、滝のように降った雨は さっと晴れて 慶良間渡 沖にかかった虹 絵にかいたように美しい。」〔考〕ab共、結句に「きよらさ」を置き、「古代臭」＝蛇性、はかなり薄められてい 。aの「虹引かち」 「引かち」に残映を見れば見られる、という程度である。まし 古代中国的凶祥・妖祥的享受は感じられない。　これは、琉歌の全盛期が、17C中頃から19C初め頃であったこ
とにもよろう。
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394にるやさき
かなやさきすいのもとすいのわきうめきいぢへるさめきいぢへるましにやこうしらにやこう雨つ
ゝ
で
しるつゝで天ぢをみやにあめぢまみやに白雲の
ぢ
くもに
雨つゝでしめいきやちへてるかはつきしるあまがわらてにがわら押分けて波路押わけてしる田はるしのみばる　降り下ちへたばうれ
ニルヤ崎カナヤ崎すいの元すいの脇うめき出でるさめき出でるましにやこうしらにやこう
雨を包んでしる〈雨〉を包んで天地御庭に天地真庭に白雲に虹雲に雨を包んでしめ出だしてテルカバ〈太陽〉ツキシ 〈月〉天川原天川原を押し分けて波路を押し分けて立派な田原立派な実原〈田〉降り降ろして下さい
五八
私註〔一〕ウムイ（『琉球国由来記』）〔二〕此時〔稀に早魃の時〕の御唄（渡嘉敷間切）〔三〕南島古謡〔四〕
17
1
3年（＝成立時）以
前〔五〕？ 六〕外間守善・玉城政美編『南島歌謡大成』─Ⅰ沖縄篇上─（昭55、角川書店）〔七〕P
352〔八〕同工異曲のもの
が、『渡嘉敷間切由来記』（P353）にあり、〈ニジ〉の所は、「くちくもに」（
＝
くち雲〈虹雲〉に）となっている。また、同工のもの
が、座間味村ウムイにもある。ただし、〈ニジ〉は、漢字で「虹」となっている。〔考〕本資料中の、「のぢ」は、「白雲」と対比・並列して使われていることから 「のぢくも」と熟した語で、「のぢ」は独立した用
法によるものではなく 「くも」の形容的用法によるものであろう。すなわち、色彩における 白」 対比で、鮮やかな幾色の「虹色に映えた雲」のことであろう。このウムイの内容が、国の由来または旱
魃
の時の雨乞い、にかかわる祝詞的なもので、表音も「の
　　　　　　　　　　　　　　　
のぢ
　　　
のぢ
ぢ」と古態を保っており、この〈虹色〉の〈虹〉の中に、遠き世の蛇的・蚯蚓的認識（＝　参照）が、かすかながら無意識下に潜んでいるのであろ 次資料
も、〈ニジ〉に関しては、ほぼ同様
であろう。『渡嘉敷間切由来記』（P353）中の「くちくも は、国語学的には、宮良当壮の沖縄諸島におけるニジ語変化表（　注4）にも見当たらず 不詳 る。一二三四
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し の あ て
ら ず めに
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も く う う
の もへ へ
　のや や
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ち
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天の上はあめ天の上は虹雲の白雲の真下
、
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ニー〇九八七六五四三ニー○
くにぽぎはかぱしヤぎは　うゑてうゑてみちうゑてよか　なればしらにさちあかにさちうゑたことしらひげはさちおれじもがなればわかなつがなればしろかばがむゝらも
ゝ
すウちユみすウちユで
やそそちユみそちユでおしふどちおしあけてみればきヨらや
 
〓
おろくやウいまだまやウい
九年母木を香ばし木を植えて植えて三日植えて四日になると白根が差し赤根が差し植えたので白
鬚
が差して
おれじも〈初夏〉になると若夏になるとしろかばがむむら百包みに包んで八十包みに包んで押し解いて押し開けて見ると清らや清らやおろくやうい真玉やうい
私註〔一〕ウムイ（『諸間切のろくもいのおもり』〔二〕テンカウヘノブシ（金武間切）〔三〕南島古謡〔四〕
1
8
9
5？（＝成立時）以
前〔五〕？ 六 外間守善・玉城政美編『南島歌謡大成』─Ⅰ沖縄篇上ー（昭55、角川書店）〔七〕P363
〔八〕二三行〜四五行略。
〔考〕二二行目の「真玉」に、遠く「のずゥくも」の〈虹〉が響いていることに注意。玉を抱く龍のパターンであり古代色が濃い。
二二二ニニニー一一一一一一一一一九八七六五四三ニー五四三ニー〇九八七六五四三ニー○
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けふの時なふちなまのときなふち
1
あまのみつらしか　　　　　　てこのみつらしか
2
あめ乞ておれろいふ乞 おれろ天のみやのかうしやしゆあめのみやのかうじやまへちろや大司かな〔や若〕司雨ふら たまふれいふふらちへたまふれ井口ひろくあけて井はなひろくあけてあめのはし掛てくれのはし掛てかうしやしゆかうじやまへととゑゑりぢよ　あわせめ よわちへ雨おろちへたまふれいふおろちへたまふれあはす風乞ぬしきよと風乞ぬやは〓とたまふれ
今日の時を直して　……ａ今の時を直して天の珍ラシがテコの珍ラシが雨を乞うて降りるいぶ〈雨〉を乞うて降りる天の庭のカウジヤ主天の庭のカウジヤ前ヂロヤ大司カナヤ若司雨を降らして下さいいぶを降らして下さい井口を広く開けて井端を広く開けて雨の橋を掛けてくれ〈雨〉の橋を掛けてカウジャ主カウジヤ前と十声御声を合わせなさって雨を降ろして下さいいぶを降ろして下さいあばす風は乞わないしきよと風は乞わない柔々と下さい
五九
茂
恭野荻
八七六
二二二二二二二ニー一一一一一一一一一九八七六五四三ニー
四三ニー〇九八七六五四三ニー○
なご〓とたまふれみまふやうちへたまふれやしなやうちへたまふれ＊1・2　
仲原善忠による読みは
いしたうね御たかへかなたうね御たかへあまのきみかなしてこ〔の〕 かなし天のみやあめのみゃかうじやしゆかうじやまへちろや大司かなやわか司あまのはし掛よわちへくれのはし掛よわちへゑり
ぢ
よ
とこゑ　あわせめしや井はなひろく け井口ひろくあけよ ちへいぶおろちへたまふれ雨おろちへたまふれあんじおそいか田原さとぬしかみとり水ふしやにわれていぶふしやにわれて三かひてはとうさ四かひてはまとうさ
　和々と下さい　見守りなさって下さい　養いなさって「う」。
石たう根御崇べ金たう根御崇べ天の君加那志てこの君加那志天の庭の天の庭のカウジヤ主カウジヤ前ヂロヤ大司カナヤ若司
……
ｂ
雨の橋を掛けなさってくれ〈雨〉の橋を掛けなさって御声十声を合わせなさって井端を広く開け井口を広く開けなさっていぶ〈雨〉を降ろして下さい雨を降ろして下さい按司添いの田原が里主の実取り〈 〉が水欲しさに割れていぶ欲しさに割れて三日といえば遠い四日と えば間違い
二五夜くれのふにたまふれ二六　夜すゞめたまふれ
七六五四三ニー○
一一一一一一一一
325
二二二二二二二二
（二七〜一一九略）あはす風おとろしやしきよと風やくめさやは〓とたまふれなこ〓とたまふれあふし越たまふれあせら越たまふれみまふやうちへやしなやうちへ
六〇
夕暮れに下さい夕しじまに下さいあ
ぱ
す風は恐ろしい
しきよと風は畏い柔々と下さい和々と下さい畦を越えるほど下さい畔を越えるほど下さい見守りなさって下さい養いなさって下さい
私註〔一〕クェーナ（＝ａ）・オタカベ（＝ｂ）（『久米仲里旧記』（
＝ab共）〔二〕
ａ＝
「右同時〔大雨乞之時〕同所〔いしたうね〕
二而くいにや（仲里間切儀間村）　ｂ＝「いしたうね雨乞御たかへ言（仲里間切儀間村）〔三〕南島古謡〔四〕1703年頃（成立時）以前〔五〕？〔六〕外間守善・玉城政美編『南島歌謡大成』─Ⅰ沖縄篇上─（昭55、角川書店）〔七〕
ａ＝P172
　
ｂ＝P60・61・62
〔八〕ｂは二七行〜＝九行略〔考〕　─ａｂには、直接〈ニジ〉の語は出ていないが、〈あめのはし〉〈あまの し〉
〈くれのはし〉等が、それに当たろう。〈ニ
ジ〉に関しての「見立て」表現であり、比較研究資料（
18
22
27
等）で見てきた通り、グローバルに散在しているパターンである。〈ニジ〉を、
Rain-bow
〈雨の弓〉とした、インドヨーロッパ語属的
享受と様式的には同類で ろう。『南島歌謡大成Ⅰ』中の外間守善
虹と日本文藝(九)
の解説によると「オタカベ・クェーナ・ウムイ共、沖縄原始・古代における呪術的詞章であり、それらは農耕儀礼の周辺にその発生の基盤を置く。オタカベが呪術的生命を消滅させていったのにひきかえ、クェーナ・ウムイは、ウタフコト（謡い）、マフコト（舞い）を伴いつつ、詩的（叙事歌謡的）発展をみたもの」（稿者要約）という。とすれば、
394
395
3 96
は、
いわば本格派の文藝である
『おもろさうし』・「琉歌」（
＝
393）とは、ややズレた次元において、
本土の文藝との共通文化圏的視座を設定してみるのも面白かろう。
397
　虹（にじ）
①
むーとうぬ　きんぬかねわーがためーすーらぬ　きん かねいやーがためととの
んん│
ぷぷぎ 虹いい│
にかか
　
ででの じ　　
│ 　
ききぎ
②
ええ│
││
れれ
根元の金のかねは私のためだ梢の金のかねはお前のためだ虹
！　虹！
おういたび食って消えなおういたび食って消えな
私註〔一〕ユングトゥ〔二〕3「自然に関するユングトゥ」二四・二五〔三〕南島古謡〔四〕古代〔五〕？〔六〕田畑英勝・亀井勝信・外間守善編『南島歌謡大成』─Ⅴ奄美篇─（昭54、角川書店）〔七〕ａ＝P
654
〔八〕恵原義盛採集資料。「①」の注に「＊
虹が大きく弧を描いて鮮やかに立つと子供達は声を揃えて歌う。」、
「②」の注に「＊虹を方言でノーギという。とんぷいは蔓生無花果で美味の実のものと中が空になっていて食えないものがある。とんぷいは名瀬の方言で、名瀬市の中でも根瀬部ではツトンマ、芦
花部ではチッパという風に が違う（名瀬＝伊津部のもの─寺師忠夫氏より採集）。」とある。〔考〕①の〈ニジ〉が、樹からたつ（＝霊魂の昇天）─
点は、土
葬民俗に淵源をもち、それに火葬民俗（茶毘 煙 イメージ）が加担したものであろう。（
211
中、「夏世隆」説話ならびに私註
〔考〕参照）　さらに、外国の古代に散在していた、「虹脚埋宝」信仰
（
29
私註〔考〕参照）も同時に混入していよう。②は、しかと
はわからないが、台湾に見られたオットフ的な （
22
私註〔考〕
参照）のうち、アトハン（浄土）に渡れない悪玉 もの、に対する呪いなのではあるまいか。「おいしい果物をやるから、それでも食べて、機嫌よく、災いを起こさないうちに早く消えてくれ！」と。『南島歌謡大成』Ⅴ中の 外間守善の解説中に、「ユングトゥは、奄美のわらべ歌であるといわれている。……わらべ（子供）が歌うからわらべ というのだと ってしまえばそれまでだが、　　　　　　　　　　　　　　　　
、、
少なくともその初源は、聖なる言葉をよむこと あるはずであり、
　　、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、、
よむ言葉の広がりが呪いのための言葉をよむようになり、マジニョイ（呪い ）とも重なりあう側面が生まれてきた であろう。……ユングトゥを歌い伝えてきたのは子供 、ユングトゥその　　　
、、
ものをよんだ主体は、かならずしも子供であ わけではない 」とあり、この言が身に滲みる。②は「食って」と動物生態的描写
六一
茂
恭野荻
398
てかの
いた│
きなじ 虹
りさ　　
りちの
沖
　　│
永　
てじ
良
　い
　部
き　
島
り
　
　り
虹よ　虹よ刀をさして手を切れ手を切れ
私註〔一〕わらべ歌・言葉遊び（奄美）〔二〕2「虹（沖永良部島）〔三〕南島古謡〔四〕？〔五〕？〔六〕田畑英勝・亀井勝信・外間守善編『南島歌 大成』─Ⅴ奄美篇─（昭
54
、角川書店）
〔七〕P
676
〔八〕田畑英勝採集資料。
〔考〕比較資料１で見てきたごとく、中国古代の『詩經』に見られた「蝃蝀在東　莫之敢指」と質的に同類で、日本 各地に見られる「虹指差禁忌」俗信が根底に流れているものであろう。その隠し味を踏まえての童べ歌であろう。神をもおそれぬヤンチャな子供等の（虹を見ての）はやしたてる歓声が一読聞こえてくるような歌である。 オレの指を切れるものなら、ヤーイ、切ってみろ！」と。
399
　　　　　
アメノテダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヤ　グミノカミ
?
ア
天の国の天帝が、イ天の岩柱の端を折って弥久美神に授け、下
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アメ
界の風水のよいところに島を造れという。②ア弥久美神は、天のユノズノバス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
テダ
夜虹橋の上から海にそれを投げる。石がかたまり島になる。イ帝は　　　　 　
コ　イ　ツノ
赤土を下させた。③ア古意角という男神に、下界に下り、人の世を
六二
立てて守護神になれという。男神は女神を願い、姑依玉という女神　　　　　　　　　　
モリカノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヤ　ソカムモモカム
をともなう。イ二神は、盛加神という豪力の神のほか八十神百神をともない、天の夜虹橋を渡り、七色の綾雲に乗って下界近く来ると　　　　 　　　　　　　　　　　　　
アメ
　　
タテボコ
天の神の国から追われた鬼どもが邪魔する。盛加 は天の立矛でな　　 　
ビ　マルノカミ
ぎ倒そうとし、火麻呂神は火で焼き殺そうとし、天干瀬神は大雨を　　 　 　　　　　
ヤ　ツカホ
降らせて流しすてようとする。古意角神はそれをとめ、八束穂のシロイイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヤツギ　　イロ
白飯をたまい、直 る心は明らけく輝く心ぞと宣り、八継の色たてキヌ衣の御袖でなでる 、鬼も神の心を現し、皆集まって天下った。エピヤルミズアメクザキ 　　　　　　 　　　ムニダルノカミ漲水天久崎に宮居し、一切の有情非常 生む。オ二 、宗達神・カダマ嘉玉という男女の神を生む。（以下略）
私註〔一〕慶世村恒任『宮古史伝』（昭
3 0
、
那覇、南陽印刷合資会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
よしゆき
社）〔二〕P
21
─
22
〔三〕開
闢神話〔六〕小島瓔礼筆「琉球開闢神
話の分布と比較」（『日本神話と琉球 ─講座日本の神話
10
─
（昭和
52
、有精堂）〔七〕P
41
─
42
〔考〕小島
瓔
礼によると「『天の夜虹橋』は、むしろ（記紀の天の
浮橋の原形をしのばせるもので……」とあるが、世界各地の古代において、数多の「橋」系見立ての資料（資料
33
〔考〕中、他）
を見てきた稿者の目にもそのように映る。資料
391
中に見える「宮
古島には蛇に対する信仰が大いに行われい 」と絡めてみると、
アメ　　ユノズノパス
「天の夜虹橋」は天蛇性 核にもつ、いわゆる二次的認識たる「橋」であろう。記紀 「天の浮橋」 場合はそれが文藝化されたものであり、『源氏物語』の「夢 浮 や定家 名歌「春の夜の夢の浮橋」等は、さらに洗練化されたものであろう。
通　　考
　〈虹〉に関する「北辺」と「南島」の共通項は、「動物」的認識であり、異項としては、「南島」においては「橋」型がみられ、「北辺」には見られない
─
ことである。
　比較言語的にみれば「北辺」と「南島」は、まったく異質であり「南島」は「朝鮮半島」とならんで大和系である。　
１２……は、
号である。
『椙山女学園大学研究論集』連載中の資料の通し番
虹と日本文藝(九)
1
六三
